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か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
が

届
け
る
講
座
・イ
ベ
ン
ト
紹
介

～
学
び
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
夏
を
！
～

講
座
１
「奄
美
群
島
戦
後
７
０
年
の
歩
み
」

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

教
授

原
口

泉

講
座
２
「宇
検
が
な
し

焼
酎
海
道
論
」～
し
ま
ジ
マ
を
巡
る
旅
か
ら
～

有
限
会
社
宝
納
酒
店

代
表
取
締
役

若
松

隆
男

講
座
１
「子
ど
も
の
『こ
こ
ろ
』と
『か
ら
だ
』の
サ
イ
ン

～
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
対
処
法
～
」

鹿
児
島
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科

准
教
授

髙
橋

佳
代

講
座
２
「地
域
づ
く
り
に
お
け
る
公
民
館
の
意
義
と
そ
の
可
能
性
」

鹿
児
島
大
学
法
文
教
育
学
法
文
学
系

准
教
授

酒
井

佑
輔

講
座
１
「人
は
そ
も
そ
も
異
な
っ
て
い
る

発
達
に
凹
凸
が
あ
る
人
と
過
ご
す
コ
ツ
」

鹿
児
島
大
学
法
文
教
育
学
域
教
育
学
系

教
授

肥
後

祥
治

講
座
２
「十
島
村
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
目
指
す

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
便
利
な
使
い
方
～

当
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
兼
専
門
員

畠
山

哲
也

☆

と
こ
と
ん
ま
な
ぶ
ー
講
座

７
月
２
日
（
日
）
宇
検
村

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「元
気
の
出
る
館
」

７
月
15
日
（
土
）
大
崎
町

大
崎
町
中
央
公
民
館

７
月
25
日
（
火
）
十
島
村

(

講
座
１
）県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（講
座
２
）十
島
村
役
場

※

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

７
～
８
月
に
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
と
連
携
し
た
講
座
「シ
ル
バ
ー
世
代
の

た
め
の
健
康
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
西
棟
５
階
Ｉ

Ｃ
Ｔ
大
研
修
室
を
会
場
に
、
１
回
の
み
６
０
０
円
の
受
講
料
、
定
員
30
人
で
す
。

①
７
月
15
日
（
土
）
「
幸
せ
の
在
所
を
考
え
る
」

～
世
界
三
大
幸
福
論
か
ら
宮
沢
賢
治
ま
で
～

②
７
月
22
日
（
土
）
「
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
つ
食
生
活
」

～
し
っ
か
り
嚙
ん
で
五
感
を
磨
こ
う
～

③
７
月
29
日
（
土
）
「
軽
運
動
で
脳
を
活
性
化
！
」

～
音
楽
と
仲
間
が
キ
ー
ワ
ー
ド
～

④
８
月
19
日
（
土
）
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
入
門
」

～
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と

鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
～

⑤
８
月
26
日
（
土
）
「
鹿
児
島
と
日
本
近
代
文
学
」

～
島
尾
敏
雄
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
～

◎
詳
し
く
は
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

☎
（
０
９
９
）
２
５
３-

２
６
７
７
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
を
担
う
青
年
層
を
対
象
と
し
て
、
各
界
で
活
躍
す

る
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
等
と
の
交
流
や
現
地
で
の
研
修
等
を
行
い
、
次
世

代
か
ご
し
ま
の
地
域
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。

★
対
象
者

学
生
ま
た
は
社
会
人
（18
歳
か
ら
35
歳
程
度
）

★
受
講
料

無
料
（宿
泊
研
修
は
実
費
負
担
）

★
定
員
30
人
程
度

★
実
施
期
間

６
月
～
12
月

★
会
場

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（現
地
研
修
あ
り
）

★
募
集
期
間

５
月
～
６
月
９
日

※

Ｈ
Ｐ
で
も
案
内
中
で
す

🔷

☆
「
か
ご
し
ま
青
年
塾
」
塾
生
募
集

☆

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
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主
に
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
職
員
の
た
め

の
視
聴
覚
教
材
の
活
用
及
び
簡
単
な
動
画

の
作
成

懇談会(全体会)の様子

☆

第
１
回
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
展
示

７
月
8
日(
土)
～
７
月
16
日(

日)

①
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（放
送
大
学
概
要
紹
介
）

②
城
西
写
友
会
（額
入
り
写
真
70
点
）

③
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
（自
然
素
材
の
ク
ラ
フ
ト
作
品

等
）

④
上
之
園
紀
子
・押
花
・花
ク
ラ
フ
ト
教
室

（押
花
絵
額
、
花
雑
貨
等
）

⑤
鴨
池
公
民
館
絵
手
紙

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「杉
の
実
」（絵
手
紙
）

⑥
南
大
隅
町
公
民
館
「絵
手
紙
講
座
」（絵
手
紙
）

⑦
南
大
隅
町
「陶
芸
同
好
会
」（花
瓶
・動
物
等
の
陶
芸
作
品
）

創
作
・文
化
活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
と

な
る
と
と
も
に
県
民
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
６
階
で
開
催
し
ま
す
。

｢

杉
の
実
」と
南
大
隅
町
か
ら
の
「絵
手
紙
講
座
」「陶
芸
同
好
会
」は
初

め
て
の
参
加
で
す
。

「第
2
回
ふ
れ
あ
い
展
示
」は
、
10
月
28
日
（土
）か
ら
11
月
5
日
（日
）

ま
で
、
6
団
体
の
参
加
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
1
月
20
日
（土
）か
ら
１
月
25
日
（木
）ま
で
、
「ふ
れ
あ
い

展
示
特
別
展
」と
し
て
薩
摩
川
内
市
の
「ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
展
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
研
修
講
座
は
、
県
内
市
町
村
等
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
修

の
充
実
と
視
聴
覚
教
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
県
及
び
市
町
村

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
者
等
を
対
象
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を

使
用
し
た
研
修
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
学
習
型

講
義
・演
習
中
心
の
講
座
で
、
か
ご
し

ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

し
て
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
開
設
。

受
講
料
は
無
料
、
定
員
14
人
で
す
。

第
1
回

５
月
19
日
（金
）

第
2
回

６
月
16
日
（金
）

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
（初
級
編
）

第
３
回

７
月
21
日
（金
）

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
（中
級
編
）

サ
ポ
ー
ト
型

市
町
村
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
講
師

派
遣
や
技
術
支
援
を
行
い
ま
す
。

先
進
的
で
モ
デ
ル
的
な
内
容
の
講
座

を
行
い
ま
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
型

５
月
17
日(

水)

６
月
７
日
（水
）薩
摩
川
内
市

６
月
28
日
（水
）大
崎
町

先
進
事
例
編
～
私
た
ち
が
目
指
す
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
と
は
？
・・・
・～

定
員
43
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
定
員
95
人

講
座
設
計
編
～
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ

た
交
流
促
進
と
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解

消
に
向
け
た
取
組
～

☆

メ
デ
ィ
ア
研
修
講
座


